
東京五輪

　鹿児島県では８月12日（木）からの５日間、
東京2020パラリンピックに向けた聖火ビジッ
トが行われ、採火した火をランタンに灯し、
県内各所で展示されました。
　大崎町には12日の15時に火が届き、正面玄
関前に約２時間展示しました。訪れた方が記
念撮影する姿も見られました。
　小平裕

ゆう こ

子さん・信
しんぺい

平さん親子は「大崎町でま
さかパラの火が見られるとは！」と話され、ラ
ンタンに灯された火を観覧しました。

パラリンピックの火が大崎町に！

今後の教育に活用

　７月29日（木）、そおリサイクルセンターにおいて
町教職員を対象に、リサイクルの取り組みについて
の合同研修会が町教育委員会の主催で行われ、各小
中学校の職員が13名参加しました。
　今回の研修内容を今後の環境教育やSDGs教育に
活用していただき、生徒の大崎町に対する価値を見
出すことや郷土愛に繋がることを目的としています。
　研修会の後半では、児童向けの大崎システムを学
ぶ社会科見学ツアーを組み立てるワークショップが
行われ、自分たちが普段取り組んでいることが何に
繋がっているのかが体験的にわかるツアーなどを作
成しました。

教職員が大崎システムの合同研修会

40年間ありがとうございます

　昭和57年４月に假宿に「医療法人あすなろ会
　江藤医院」を開業され、今年６月末に閉院さ
れた江藤賢

けん じ

治先生へ、８月23日（月）、感謝状
と記念品を贈呈しました。
　長年にわたり地域医療を支えていただき、ま
た、学校医や役場産業医、町国保運営協議会委
員、町教育委員など、本町の保健福祉行政や教
育行政にも多大なるご尽力をいただきました。
　東町長は「住民の健康・福祉・相談事などに
携わっていただく傍ら、保健福祉行政などに支
援いただき心から感謝しております」と話され
ました。

江藤賢治先生へ感謝状贈呈

自社の有機質肥料を使用

　株式会社ジャパンファームの職員の皆さん
が５月に、旧菱田中学校跡地前の県道513号
沿いの花壇に、ひまわりの苗つけを行いまし
た。
　同社ではSDGsを推進しており、花壇の肥料
には養豚事業で作っている豚糞を堆肥化した
有機質肥料を使っています。当日は職員でボ
ランティアを募り、苗を植えました。
　７月には黄色やオレンジ色のひまわりが元
気よく咲いていました。

ＪＦ有志ひまわりの苗つけ
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